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富士川河口水神の富士山溶岩に見られるスパイラクル

(i容岩水蒸気噴気孔)の発見について

山 本玄 珠*.杉山 満利*九坂本 泉村*

l はじめに

富士市の富士川河口付近の水神には、富士山の!日期溶岩とされる溶岩が沖積平野の中に孤立して分

布している(図 1) 0 本溶岩は、富士川断層の問題などと含めて議論されている(山崎、 1979など)。

本溶岩は、富士山から孤立しているため、従来から富士山本体の溶岩との対比が試みられており、津

(1940、1968、1971)は近隣に分布する新富士山火山旧期の最下部の溶岩である大淵溶岩に対比し、

富士市地域自然調査研究会 (1986)は、流動方向の違いから、大淵溶岩と I[橋溶岩の 2つに分け、

I[橋溶岩を同じ!日期の大宮溶岩と対比している O また、富士地域自然調査研究会 (1986) は、こ

の富士川橋溶岩の下位には砂質ローム層があり、その中の材化石の炭素同位体の年代測定から、13，760

年土300年の値を報告しているが、これを山崎 (1979)は、大瀧溶岩の推定年代として使用しており、

その後の大淵溶岩の推定年代の根拠となっている(宮地 1988、富樫ほか 1991など)0

しかし、本年代は上記したように、富士市地域自然調査研究会 (1986)が示す大宮溶岩相当層の下位

のものであり、この溶岩は、大淵溶岩より層序的には新しい溶岩である O 筆者らは、これらの問題は

対比が溶岩の岩質からの対比であり、溶岩の産状等も含めたものではないと考え、これらの問題を解

決すべく、本溶岩について調査研究を進めている O 今屈はこの調査途中に富士火山では、青木ヶ原溶

しか報告されていない、スパイラクノレ(溶岩水蒸気噴気孔)を発見したのでここに報告し、他の

地域での発見の可能性について若干推論する O なお、調査結果については、調査がすみしだい後日報

告する予定である O

2 地質概説

本調査地域西方には、前期更新世の庵原謄群(柴ほか、 1990)が分布しており、北東には富士火山

があり、富士川と潤井川により、形成された加島平野がある(図 1) 0 

については、津屋(1940、1968、1971)の溶岩を主とする一連の研究により、小御岳火山、

山、新富士火山に分け、新富士火山をさらに、!日期、中期、新期に分類されている O その後、

町田 (1964弘前がテフラによる区分を行ったが、近年、宮地 (1988)や富撞ほか (1991)、高橋ほか

(1991) などの研究が行われてきている O 特に富樫ほか (1991) では、古富士火山と新富士火山はマ

グマの性質が異なることを明らかにし、津屋 (1940、1968、1971)の分類を支持した。

捜ほか(1991) に従い、 (1940、1968、1971)の分類に従う O

手永 ンター
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E3新富士火山溶岩 陸麹古富士火山溶岩

田四庵原層群
図 1 本調査地域潤辺の地震函及び位霞函(柴 1991に一部加筆)

怨
璽T

転注簿m岩淵火山!日期凝夜角

脳卒弘;!;]レキ岩(輝石安山岩)

新富士火山:富士川僑溶岩流

(大宮溶岩流)

務
j機

滋
+
白
川
町

第三紀新期凝灰角レキ:岩 新護士火山:水神溶岩流(大淵溶岩流)

0:スパイラクノレ 合:flow-foot breccia状
2?03?04W50~om 

図 2 富士山河口水神付近の地欝図(富士市地域自然鵠査研究会 1986に一部加筆)
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3 地質各説

富士市の!日国道 1号線富士川橋付近には、高さ数 10mの丘となっている水神社があり、そこと、そ

の付近の富士J11河床には富士山の!日期溶岩が沖積平野の中に孤立して分布している(図 2)。本溶岩は、

厚さ 2m前後で、水神を中心に溶岩丘を作っている O岩石学的には直径数 10mmの斜長石が多量にあ

るのが特徴的である O 富士市地域自然謂査研究会 (1986)では、本溶岩を大淵溶岩と富士川橋溶岩の

2つむ分けている O 大淵溶岩と富士川橋溶岩を分けた根拠として、地形的に 2つの異なる習が見ちれ

ることと、富士川橋溶岩が、間溶岩の表面に残る縄状構造から、流動方向が南北性で、大淵溶岩と

なることを挙げている O 今回発見されたスパイラクルは、富士市地域自然調査研究会 (1986)が示す

11橋溶岩にあたるので、以下に富士]11橋溶岩を含めて本地域のスパイラクルについて記載する O

4 スパイラクル(溶岩水蒸気噴気孔)について

I[橋溶岩流は、柱状節理が発達しており、厚さ約 2"-'2.5 m で¥上下ともにガラス質周縁層が発

している O このため、上面において富士川の浸食を受けた面とそうでない面とは容易に区別できる O

なお、富士市地域自然調査研究会 (1986)が富士川橋溶岩の根拠とした溶岩上面の縄状構造は現段階

では確認できていない。

溶岩下部を縁取るガラス質の周縁層は淳く、 10"-'20mmある O 下面は、暗褐色の砂質シノレト層と

しており、接触関付近に木炭化石が含まれていることがある O 溶岩の下面には、噴石に見られるよう

な引き延ばされた構造が観察される O 溶岩末端では、シノレト層に突っ込んだ、ような flow-footbericca 

(Jones and Nelson， 1970)的な部分が観察される(図 3)0溶岩内部の特に下部には、円形の気泡が

多く見られ、その気泡が作る流理構造が、溶岩の下宿と平行に発達している O 溶岩の上部から中部に

はパイプ状の気泡が発達していることがしばしば見られるが、現段階では流動方向を示すような、パ

媛多 約 2m 塁審

図3 flow-foot breccia状
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イプの折れ曲がりは、観察できてい

ない。また、非常にまれではあるが、

2 "'-' 3 cmの斑れい岩の捕獲岩

が見られる O 本溶岩の末端部(図 2) 

には、スパイラクルおよびそれに近

い産状のものが数カ所で見られる O

以下にスパイラクルの代表的な場所

のスケッチを示し、その産状につい

て詳しく説明する O

には図 4、図 5のような構

られ、溶岩を切る方向に空洞

が存在する O この空洞の中には、図

4で見られるように円筒形をしたも

のや、図 5のように溶岩途中までし

か連続しないものがある O しかし、

いずれの空洞も溶岩の下位から続く

空洞で、内部の壁の中部から上部に

は、図 4に見られるような鱗片状の

溶岩が溶岩と平行方向

ように見えたり、図 5に見られるよ

うな表面がガラス質で、噴石のよう

な引き延ばされた構造をもっ襟径

15"'-'20 cmの溶岩機が存在する O 特

約 1. 

約 3 m

図4 スパイラクル(円筒形)

. ・ .
' .。・

約 2. 5 m 

国5 スパイラクル(途中で止まったもの)
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に、このような擦は、酸化して赤焼けしているものが多い。溶岩上部まで空洞が続くものの多くは、

上部で広がって、漏斗状になっている O

また、溶岩下部では、直径 50cmほどのドーム状の空洞やその付近の割れ呂に沿って、厚さ 20mm

前後のガラス質の周縁層が発達しているものがあり、溶岩鍾乳石に近いものや滑らかな表面を持つも

の、噴石に見られるような引き延ばされ構造が観察できる O また、擦状になった巨大な溶岩があり、

いずれもガラス質の周縁層が発達している O 最下部が溶岩擦で充填されているものでは、探径が 20

mm前後と細かなガラスとなって、下部の砂質シルトと混合している O

空洞周囲の溶岩には気泡が発達しており、下部では、溶岩と平行に流理構造を持っているが、空洞

に近づくと溶岩と垂直方向に立ち上がり、溶岩中部、上部に向かつて、空洞と平行に気泡が並ぶ流理

構造が観察できる O 特に図 5のように溶岩中部で、空洞が終わっているものは、終わっている末端部

から、上面に向かつて、比較的大きな気泡が溶岩と垂恵方向に並んで、いる O 以上のような溶岩の産状

は次のように考えられる O

溶岩下部に見られる厚いガラス質の周縁層の存在、 flow-footbericca (Jones and Nelson， 1970) 

的な産状に見られる下位の砂質シルト層の関係は、溶岩が未間結状態のシノレト層の上面を流れ、急冷

されたことを表している O

溶岩に垂直に分布する円筒形の産状は、スパイラクノレの産状と一致し、特に同じ富士火山の青木ヶ

原に見られるスパイラクルの産状(田中、 1989、1995、1997) と類似点が多い。溶岩下部に存在する

50cmほどの空洞も田中(1989)などが示す水蒸気によるガス溜まりの産状と一致する O また、

円筒形の局辺部の溶岩に残る気泡の流理構造は、溶岩が未聞結状態のときこの円筒の空洞ができて、

それによって溶岩の流動が妨げられたことを示している O 以上のように富士J11檎溶岩にある上記のよ

うな空洞はスパイラクルであり、水分の多い場所に溶岩流が流れ込み、水分が溶岩の熱で水蒸気化し、

溶岩流下部にあった水蒸気が行き場を失って、未回結の溶岩流が突き破った、または取り込まれたも

のと考えられる O また、富士山橋溶岩の下面がガラス質であることも考えると、富士JlI橋溶岩全体が

流れ出した場所の環境は、水分を含んだ未回結の砂質シルト層が堆積していた場所で、場所によって

は、小さな水たまりがあったと思われる O つまり、現在と同じような河川環境に流出したものと忠わ

れる O

また、調査地域近隣で、このように の溶岩が下位の堆積物と接しているものは、同じ旧期

の芝JlI溶岩がある O 芝]11溶岩の下位の庵原層群については、古富士山や古富士宮J11が推定されている

(柴ほか、 1990)0 また、津屋 (1940)は芝]11溶岩が当時の富士川沿いを流れたと推定するなど、前期

更新世から、富士川が流れていた所は、現在の富士山流域とほぼ同様な位置と考えられるため、芝J11

溶岩の流出は、河川環境にあったと考えられる O また、潤井]11をせき止めて天間化石湖を作ったとさ

れる同じ!日期の入山瀬溶岩(富士市地域自然調査研究会、 1987) も河川環境に流出したものと推定さ

れる O 今後、これらの芝山溶岩、入山瀬溶岩から、本地域に見られるようなスパイラクルが発見され

る可能性が高いと忠われる O
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